
糀
兌
骰
蛯
■
ゃ
硼
闊
猾
儡
機
凸
　
辟

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
を
控
え
る
と
、
お
年
寄

り
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
筑
波

大
の
久
野
譜
也
教
授

（健
康
政
策
）
ら
一が
調

べ
た
。
昨
年
１１
月
時
点
で
、
６０
歳
以
上
の
３

誹
近‐
，く‐‥
‐
．に
認
知
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
ｏ

５
月
と
比
べ
、
割
合
は
約
２
倍
に
増
え
て
い

た
と
い
う
。

調
査
は
北
海
道
や
埼
玉
県
■
京
都
府
な
ど

の
５
市
町
に
住
む
６０
歳
以
上
の
約
４
７
０
０

人
に
郵
送
で
実
施
し
た
。
昨
年
１
月
ま
で
の

「
コ
ロ
ナ
前
」
と
１１
月
時
点
の
状
態
に
つ
い

て
尋
ね
た
。
外
出
や
運
動
習
慣
、
も
の
忘
れ

が
気
に
な
る
か
な
ど
に
つ
い
て
選
択
式
で
答

え
て
も
ら
っ
た
。

ｔ、回
答
を
分
析
し
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
で
理

解
や
判
断
な
ど
認
知
機
能
の
低
下
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
人
は
、
１１
月
時
点
で
約
解
％
に

あ
た
る
約
１
３
０
０
人
。
５
月
の
調
査
で
は

約
１３
％
が
低
下
し
て
い
て
、
割
合
は
２

ｏ
ｌ

倍
に
増
え
た
。
　

・

久
野
さ
ん
は
昨
春
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
後
も
、
大
半
の
お
年
寄
り
の
活
動

は
元
通
り
に
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
ず
運
動

不
足
や
会
話
の
減
少
に
よ
っ
て
悩

‐へ
‐の刺
激

が
減
り
、
心
身
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る

と
み
て
い
る
一
さ
ら
に
心
配
さ
れ
る
の
が
、

感
染
者
が
増
え
た
秋
冬
の

「第
３
波
」
の
影

響
だ
。

「
春
以
降
に
要
介
護
認
定
を
受
け
る

人
が
増
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
「
感
染
予

防
を
し
一な
が
ら
、
ど
う
地
域
活
動
の
場
を
継

続
し
て
い
く
か
。
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
」
と

話
す
。
・　
　
　
　
（編
集
委
員
ｏ
辻
外
記
子
）
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立 始 い 映 し 演 春 長 ラ

だf辞筆:ィ摯「事キ:」
》霧2.ィ ,√′i脅

師
を
モ
デ
ル
と
す
る
先
輩
の

長
野
医
師
（奥
田
瑛
一
じ
に

学
び
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

物
語
。
未
熟
な
河
田
が
担
当

し
た
患
者
・大
貫
（下
元
史

朗
）
と
最
後
に
登
場
す
る
本

多
（宇
崎
竜
童
）
の
臨
終
場

面
の
対
比
が
鮮
烈
な
印
象

を
残
す
。

完
成
し
た
作
品
を
見
た

長
尾
医
師
は
「泣
き
ま
し

た
。
台
本
の
意
味
が
映
画
を

見
て
わ
か
っ
た
。
監
督
の
頭

に
は
最
初
か
ら
こ
の
映
像
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
」。

公
開
は
３
月
５
日
（金
）

か
ら
テ
ア
ト
ル
梅
田
、
な
ん

ば
パ
ー
ク
ス
シ
ネ
マ
、
神
戸

国
際
松
竹
ほ
か
。
１２
日
（金
）

か
ら
塚
ロ
サ
ン
サ
ン
劇
場
。

尼
崎
の
在
宅
医
・長
尾
軸
宏
医
師
の
著
作
奄
映
画
化

高
橋
伴
明
監
督
「痛
く
な
い
死
に
方
」
３
月
５
目
公
闘

尼
崎
で
在
宅
医
療
を
手

掛
け
る
長
尾
和
宏
医
師
（６２
）

の
著
書
を
原
作
と
す
る
高
橋

伴
明
監
督
の
最
新
映
画
「痛

く
な
い
死
に
方
」が
３
月
か

ら
関
西
で
公
開
さ
れ
る
。

高
橋
監
督
は
「６５
歳
ご
ろ

か
ら
死
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
関
連
す
る
本
を
読

み
始
め
た
。
長
尾
さ
ん
の
本

を
読
み
、
企
画
を
説
明
す
る

よ
り
も
シ
ナ
リ
オ
に
し
た


